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ブ
ラ
ジ
ル
で
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
は

五
月
一
五
日
時
点
で
二
一
万
八
二
二
三
人
、
死
者
は
八
二
二
三
人
。

い
ず
れ
も
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
最
多
で
、
米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス

大
学
の
集
計
で
は
、
こ
の
時
点
で
感
染
確
認
数
、
死
者
数
と
も
世
界

で
六
番
目
の
多
さ
だ
。
今
後
、
中
南
米
で
の
爆
発
的
な
感
染
拡
大
が

警
戒
さ
れ
て
お
り
、
地
域
大
国
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
感
染
抑
止
に
向
け

た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
が
、
い
ま
、
そ
れ
は
期
待
で
き

な
い
。

　

原
因
は
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
大
統
領
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

「
ち
ょ
っ
と
し
た
風
邪
だ
」
な
ど
と
軽
視
し
、「
経
済
を
破
壊
す
る
」

と
し
て
外
出
自
粛
な
ど
の
社
会
的
隔
離
政
策
に
反
対
す
る
。
商
業
施

設
な
ど
の
営
業
停
止
を
命
じ
た
州
知
事
を
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
だ
」
と
揶

揄
し
、
社
会
的
隔
離
が
必
要
だ
と
主
張
し
た
保
健
相
も
更
迭
し
た
。

市
民
に
は
外
出
を
勧
め
、
店
舗
に
は
営
業
の
再
開
を
求
め
、
支
持
者

に
は
集
会
を
催
す
よ
う
促
し
た
の
で
あ
る
。

　

集
会
に
参
加
し
た
り
、
大
人
数
で
写
真
を
撮
っ
た
り
す
る
大
統
領

の
感
染
防
止
に
逆
行
す
る
姿
勢
に
は
国
民
か
ら
批
判
が
高
ま
っ
て
い

る
。
外
出
自
粛
が
始
ま
っ
た
三
月
末
以
降
、
窓
か
ら
鍋
を
た
た
い
て

抗
議
の
意
思
を
示
す
「
パ
ネ
ラ
ッ
ソ
」
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
も
夜
に
な
る
と
、
家
々
の
窓
か
ら
カ
ン
カ

ン
カ
ン
と
鍋
を
た
た
く
甲
高
い
音
が
響
き
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
「
ボ
ル

ソ
ナ
ー
ロ
は
や
め
ろ
」と
い
う
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る
日
が
続
い
た
。

例
年
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
カ
ー
ニ
バ
ル

　

今
で
こ
そ
、
野
党
や
メ
デ
ィ
ア
、
あ
る
い
は
多
く
の
市
民
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
め
ぐ
り
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏
を
批
判
し
て
い

る
が
、
彼
ら
自
身
、
早
く
か
ら
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
と
は
言
い
が

た
い
。
す
で
に
中
国
で
感
染
が
拡
大
し
、
欧
州
で
も
感
染
者
が
確

朝
日
新
聞
サ
ン
パ
ウ
ロ
支
局
長
兼
ハ
バ
ナ
支
局
長

岡
田 

玄

感
染
を
ネ
グ
レ
ク
ト
し
続
け
る
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
大
統
領
。

見
か
ね
た
州
知
事
や
市
長
が
対
策
に
乗
り
出
し
た
が
、

貧
富
の
差
や
地
域
格
差
で
感
染
は
拡
大
の
一
途
。

財
政
赤
字
も
膨
ら
み
、
政
権
基
盤
を
も
脅
か
し
て
い
る
。

お
か
だ　

げ
ん　

二
〇
〇
三
年
同
志
社
大
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了
、
朝
日
新
聞
社
入

社
。
西
部
報
道
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
原
爆
、
沖

縄
、
外
国
人
留
学
生
労
働
者
問
題
な
ど
を

取
材
し
、一
八
年
よ
り
現
職
。ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

キ
ュ
ー
バ
で
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
ぶ
。
著
書
に

『
ナ
ガ
サ
キ
ノ
ー
ト
』、『
チ
ャ
イ
ナ
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
』（
取
材
班
と
し
て
）。

ブ
ラ
ジ
ル

コ
ロ
ナ
禍
の
世
界　

「
感
染
否
定
」ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
大
統
領
の
崖
っ
ぷ
ち



新型コロナと闘う

91

認
さ
れ
て
い
た
二
月
下
旬
、
ブ
ラ
ジ
ル
各
地
で
は
カ
ー
ニ
バ
ル
が

例
年
通
り
開
か
れ
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
だ
け
で
も
国
内
外
か
ら

二
〇
〇
万
人
が
訪
れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
は
「
バ
カ
ン
ス
の
期
間
だ

が
外
国
旅
行
を
止
め
よ
う
」
と
い
う
動
き
も
な
く
、
数
万
人
が
欧
州

に
旅
行
し
た
が
、
空
港
の
検
疫
体
制
は
何
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

二
月
二
六
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
初
の
陽
性
確
認
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
帰
っ

た
サ
ン
パ
ウ
ロ
在
住
者
だ
っ
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
欧
州
帰
国
者
か

ら
の
感
染
確
認
が
相
次
い
だ
。
そ
れ
で
も
水
際
対
策
は
ほ
と
ん
ど
動

か
ず
、
唯
一
、
社
会
主
義
的
政
策
の
失
敗
か
ら
深
刻
な
経
済
危
機
に

陥
り
、
医
療
体
制
が
崩
壊
し
て
い
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と
の
国
境
が
封
鎖

さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は

確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
反
左
翼
」
を
公
言
す
る
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏

が
自
身
の
信
条
を
優
先
さ
せ
た
と
言
え
る
。
結
局
、
ペ
ル
ー
や
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
な
ど
の
周
辺
国
が
陸
路
の
国
境
を
封
鎖
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

方
が
「
隔
離
」
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
本
格
的
な
入
国
規
制
は
三
月

二
七
日
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

地
方
政
府
が
進
め
る
医
療
対
策

　

政
権
内
に
も
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
人
物
は
い
た
。
三
月
二
〇
日

に
「
現
状
の
ま
ま
で
は
四
月
中
に
医
療
崩
壊
が
起
き
る
」
と
述
べ
た

マ
ン
デ
ッ
タ
保
健
相
（
当
時
）
だ
。
こ
の
翌
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
全
土
の

感
染
者
数
は
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
。

　

医
師
出
身
の
マ
ン
デ
ッ
タ
氏
は
毎
夕
の
記
者
会
見
で
、
統
計
や
医

学
知
識
に
基
づ
い
て
理
路
整
然
と
説
明
し
、
国
民
か
ら
の
信
頼
を
得

た
。
四
月
上
旬
の
世
論
調
査
で
は
、
マ
ン
デ
ッ
タ
氏
の
支
持
率
は

七
六
％
に
達
し
、
三
三
％
の
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏
の
倍
以
上
だ
っ
た
。

閣
僚
に
も
社
会
的
隔
離
の
必
要
性
を
訴
え
る
マ
ン
デ
ッ
タ
氏
を
支
持

す
る
者
は
多
く
、
孤
立
し
た
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏
は
、「
マ
ン
デ
ッ
タ

氏
が
謙
虚
さ
を
失
っ
た
」
な
ど
と
述
べ
、四
月
一
六
日
に
更
迭
し
た
。

後
任
に
は
、
医
師
で
保
健
省
前
顧
問
の
ネ
ル
ソ
ン
・
タ
イ
シ
氏
が
就

い
た
。
だ
が
、
や
は
り
社
会
的
隔
離
な
ど
を
め
ぐ
り
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ

氏
と
対
立
し
、
五
月
一
五
日
に
辞
任
し
た
。

　

政
権
内
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
い
中
、
具
体
的
な
対
策
に
動
い
た

の
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
や
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
な
ど
の
州
知
事
や
大
都

市
の
市
長
だ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
で
は
三
月
一
七
日
に
非
常
事
態
を
宣
言

し
、
州
内
の
学
校
を
閉
鎖
し
、
二
四
日
以
降
は
商
業
施
設
な
ど
の
営

業
停
止
を
命
令
し
た
。連
邦
政
府
ほ
ど
の
強
い
権
限
は
持
た
な
い
が
、

事
実
上
の
「
外
出
自
粛
」
を
市
民
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
病

床
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
に
テ
ン
ト
で
野
戦
病

院
が
つ
く
ら
れ
た
。

　

州
知
事
間
の
連
携
で
、
外
出
自
粛
要
請
は
全
土
に
広
が
っ
た
。
し
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か
し
、
財
政
規
模
が
小
さ
く
、
医
療
イ
ン
フ
ラ
も
脆
弱
な
北
東
部
や

ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
地
域
で
は
、
十
分
な
準
備
が
で
き
な
い
ま
ま
感
染

拡
大
が
進
み
、
病
床
の
不
足
か
ら
医
療
崩
壊
が
起
き
つ
つ
あ
る
。
五

月
に
入
り
、
一
部
で
は
都
市
封
鎖
も
始
ま
っ
た
。

　

地
域
格
差
に
加
え
、
貧
富
の
差
も
、
医
療
な
ど
の
対
策
に
影
響
を

与
え
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
す
べ
て
の
人
が
無
料
で
使
え
る
が
貧
弱
な
設
備

の
公
的
医
療
機
関
と
、
高
額
だ
が
高
水
準
の
私
立
病
院
と
い
う
、
二

つ
の
医
療
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
有
名
私
立
病
院
に

勤
務
す
る
医
師
に
よ
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
の
流
入
当
初
は
、
富
裕
層
が

使
う
私
立
病
院
に
患
者
が
集
中
し
た
が
、
外
出
自
粛
開
始
か
ら
一
カ

月
が
過
ぎ
た
四
月
末
の
段
階
で
、
こ
う
し
た
病
院
で
は
病
床
に
余
裕

が
生
ま
れ
始
め
て
い
る
と
い
う
。

　

一
方
、
貧
困
エ
リ
ア
で
は
感
染
拡
大
が
止
ま
ら
な
い
。
サ
ン
パ
ウ

ロ
市
が
発
表
し
た
統
計
で
は
、
フ
ァ
ベ
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
ス
ラ
ム
街

の
あ
る
地
区
で
は
、
人
口
当
た
り
の
感
染
者
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

主
に
貧
困
層
が
利
用
す
る
公
的
医
療
機
関
で
は
、
以
前
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
た
設
備
や
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
問
題
が
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
、

新
型
ウ
イ
ル
ス
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
病
床
数
が
比
較
的
多
い

大
都
市
の
公
立
病
院
で
も
限
界
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、
公
立
病
院
で
は
、
症
状
が
あ
っ
て
も
機
材
や
人
材
が
足
り

ず
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
な
い
と
語
る
医
師
も
い
る
。
研
究
者
グ
ル
ー

プ
の
試
算
で
は
、
実
際
に
は
公
表
値
の
一
二
～
一
五
倍
の
感
染
者
が

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

経
済
対
策
で
膨
ら
む
財
政
赤
字

　

ブ
ラ
ジ
ル
統
計
院
に
よ
る
と
、
貧
困
層
は
全
人
口
の
お
よ
そ
四
分

の
一
で
、
五
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る
。
フ
ァ
ベ
ー
ラ
は
衛
生
環
境
も

悪
く
、
水
道
や
電
気
さ
え
な
い
家
も
あ
る
。
狭
い
家
屋
に
大
家
族
が

暮
ら
し
、
あ
る
住
民
は
「
一
人
が
感
染
す
れ
ば
、
家
族
全
員
に
伝
染

す
る
」
と
心
配
そ
う
に
話
し
た
。

　

貧
困
層
に
と
っ
て
、
も
う
一
つ
の
問
題
が
失
業
だ
。
家
政
婦
な
ど

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
の
割
合
が
高
く
、
感
染
を
恐
れ
た
雇
い

主
に
解
雇
さ
れ
、
収
入
を
絶
た
れ
た
人
も
少
な
く
な
い
。
逆
に
、
感

染
し
た
富
裕
層
の
家
で
働
き
続
け
た
家
政
婦
が
感
染
し
死
亡
し
た
例

も
あ
る
。
働
け
ず
に
死
ぬ
か
、
働
い
て
死
ぬ
か
。「
金
持
ち
が
持
ち

込
ん
だ
病
気
で
、
貧
者
が
死
ぬ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏
が
社
会
的
隔
離
を
批
判
す
る
背
景
に
、
先
進
国

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
貧
富
の
差
が
存
在
す
る
こ
と
は
無
視
す
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
失
業
の
増
加
は
、
治
安
悪
化
に
直
結
す
る
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

政
権
は
四
月
半
ば
、
失
業
し
た
非
正
規
雇
用
世
帯
に
対
し
、
世
帯
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二
人
ま
で
月
額
最
大
一
二
〇
〇
レ
ア
ル
（
約
二
万
四
〇
〇
〇
円
）
を

計
三
ヵ
月
支
給
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
ま
た
、
経
営
が
困
難
に
な
っ

た
中
小
企
業
の
資
金
支
援
と
し
て
五
〇
億
レ
ア
ル
（
約
一
〇
〇
〇
億

円
）
を
用
意
。
五
月
に
は
国
会
で
「
戦
時
予
算
」
が
承
認
さ
れ
、
緊

急
経
済
対
策
は
総
額
で
一
兆
レ
ア
ル
（
約
二
〇
兆
円
）
を
超
す
。

　

し
か
し
、
株
価
と
通
貨
の
下
落
は
止
ま
ら
な
い
。
一
月
中
旬
か

ら
三
月
二
〇
日
ま
で
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
主
要
株
式
指
標
ボ
ベ
ス
パ
は

五
〇
％
以
上
も
下
げ
た
。
年
初
に
一
ド
ル
＝
四
レ
ア
ル
ほ
ど
だ
っ
た

通
貨
レ
ア
ル
も
最
安
値
を
更
新
し
、
三
月
中
旬
に
は
一
ド
ル
＝
五
レ

ア
ル
を
突
破
。
五
月
一
五
日
に
は
五
・
八
レ
ア
ル
台
で
取
引
さ
れ
て

い
る
。
緊
急
経
済
対
策
の
手
は
打
っ
た
も
の
の
、
財
源
と
な
る
過
去

最
大
規
模
の
赤
字
国
債
が
財
政
を
行
き
詰
ま
ら
せ
る
恐
れ
も
あ
り
、

不
安
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

続
く
過
激
発
言
、
さ
さ
や
か
れ
る
弾
劾

　

四
月
下
旬
、
死
者
が
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
こ
と
を
問
わ
れ
た
ボ

ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏
は
「
そ
れ
が
ど
う
し
た
？　

私
は
メ
シ
ア
（
ミ
ド
ル

ネ
ー
ム
で
「
救
世
主
」
の
意
）
だ
が
、
奇
跡
は
起
こ
せ
な
い
」
と
言

い
、
不
評
を
買
っ
た
。
こ
う
し
た
無
責
任
な
発
言
の
数
々
に
起
因
す

る
政
治
混
乱
も
経
済
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏
は
、
二
〇
一
八
年
の
大
統
領
選
期
間
中
か
ら
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
て
過
激
な
発
言
を
続
け
、「
ブ

ラ
ジ
ル
の
ト
ラ
ン
プ
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
今
回
の
一
連
の
発
言
や
行

動
も
、
過
激
さ
を
好
む
支
持
者
向
け
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
科
学

的
な
知
見
を
否
定
す
る
の
は
、
関
係
の
深
い
キ
リ
ス
ト
教
福
音
派
の

影
響
だ
と
指
摘
す
る
識
者
も
い
る
。

　

実
は
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏
自
身
が
感
染
し
た
が
無
症
状
だ
っ
た
た
め

軽
視
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
見
方
も
根
強
い
。
裁
判
所
の
命
令

で
、「
陰
性
」
の
検
査
結
果
を
開
示
し
た
が
、「
陽
性
疑
惑
」
は
払
拭

さ
れ
て
い
な
い
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
氏
は
、
州
の
外
出
自
粛
要
請
を
無
効
に
す
る
大
統

領
令
を
出
そ
う
と
す
る
な
ど
強
権
的
な
姿
勢
を
強
め
て
い
る
が
、
国

会
や
最
高
裁
が
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
る
。
軍
事
独
裁
政
権
を
礼
賛

し
て
き
た
大
統
領
を
前
に
、
図
ら
ず
も
地
方
分
権
と
三
権
分
立
が
機

能
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
た
と
も
言
え
る
。

　

支
持
者
を
前
に
ク
ー
デ
タ
ー
の
可
能
性
に
言
及
す
る
な
ど
ボ
ル
ソ

ナ
ー
ロ
氏
の
発
言
は
さ
ら
に
過
激
さ
を
増
し
て
い
る
。
マ
ン
デ
ッ
タ

保
健
相
解
任
後
は
、
政
権
の
看
板
だ
っ
た
法
相
が
辞
任
し
た
。
議
会

内
で
は
大
統
領
の
弾
劾
に
向
け
た
動
き
も
あ
る
。
感
染
拡
大
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
地
域
の
「
リ
ス
ク
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
政
治

の
混
迷
は
さ
ら
に
深
ま
る
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
●




